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０．はじめに
FrancisBaconの『随想集』肋eEssayBsorCbzmceZS,Ｃｍｉ"aMjMbzqan（以下Essay易sと略記）の文体は格
言的な－`aphoristic,(Stephen:103)，‘sententious，(Legouis,]i】andLCazamian:370)，‘gnomic(War｡,Ａ・
ＷａｎｄＡ.Ｒ・Wallereds､1970.ｖｏＬＩＭ３４８)一文体と評されている．短いことばの中に真実を言い当てた含
蓄のあることばが書かれているからである。例えばエッセイ５０番の「学問について」（50.OfStudies.)に次
のような－節がある：
ReadingmakethaFullMan;ConfbrenceaReadyMan;ＡｎｄＷｒｉｔｉｎｇａｎＥｘａｃｔＭａｎ・AndtherefOre，
IfaManWritenttle，ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅａＧｒｅａｔｍｅｍｏｒｙ;IfheConfbrrelittle，hehadneedhavea
PresentWit;ＡｎｄｉｆｈｅＲｅａｄｅｌｉｔｔｌｅ，ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅｍｕｃｈＣｕｎｎｉｎｇ,ｔｏｓｅｅｍｅｔｏｋｎｏｗｔｈａｔ，he
dothnoM153)：
（読書は充実した人間を作り，会話は気がきく人間を，書くことは正確な人間を作る．それゆえ，ほと
んど書かない人は，強い記憶をもつ必要があり，ほとんど会話しない人は，即座にきかす機転をもつ必
要があり，ほとんど読まない人は，知らないことを知っているように見せる多くの才気をもつ必要があ
る.）（渡辺訳，５０学問について，ｐ､219）
この一節が格言的に響く理由を考えると，まず内容的にこれはBaconの発見した真理を述べている文である．
次に一文目のReadingmakethaFullManすなわちAmakesXという統語構造が動詞makesを省略して後
続のConference…；ＡｎｄWriting．．．と繰り返されリズミカルな響きがある．そのような統語構造は後続
の文についても同様である．すなわち``if．．．，ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅ．．．'，という構造が３回繰り返されている．
そしてまた，本論の主題である名詞句が全体的に多く使われ，それが文体に寄与しているのではないかと思
われる．なお以下ではQuirketal.(151,1350）に従い,句(Phrase)は名詞句の場合も動詞句の場合もｓｉｍｐｌｅ
とcomplexが存在し名詞，動詞が一語の場合も「～句」という．この一節中の名詞句を列挙すればつぎのよ
うになる：
Reading/aFullMan/Conference/aReadyMan/Writing/anExactMan/ａMan/ｈｅ/aGreatmemory／
he/ｈｅ/ｈｅ/aPresentWit/ｈｅ/ｈｅ/muchCunning/that,ｈｅｄｏｔｈｎｏｔ
この一節は１文目の内容を，‘Andtherefbre，以下の２文目で説明する内容である．内容は同じであるが文の
タイプが異なる．１文目はsimplesentence，２文目はcomplexsentenceで書かれている．結果的に１文目
には名詞句が多く，２文目には動詞句が多くなっている－Write/hadneedhave/Conferre/hadneedhave／
Reade/hadneedhave/seemetoknow/dothnot．しかし名詞句を多く使えばaphoristicな文になるかとい
うとそれは間違いである．引用文では２文目も１文目同様にaphoristicである．全体的にEssa”は名詞句
（以下ＮＰ）を多く使って書かれている．Baconがなぜそのような書き方をしたのか，その意図はわからな
いが，結果的にＥ汐saysはＮＰが頻繁に現れる名詞的な文体になっている．名詞的文体に対するのは動詞的
文体であるRulonWells(214)はその相対する文体について`Nominal(nominalizmg)style,thetendencyto
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usenounsinpreferencetoverbs,andtheoppositeverbalorverbalizingstyle,whichtendstouseverbs
ratherthannouns，aretwofbaturesthatarefairlyeasytodescribeyetareofgreatinterestto
appraisers.,と書いている．そのどちらなのかといえばEsSa”は統語的には名詞的文体であり，内容的に
は格言的な文体と言えるであろう．以下では名詞句の形態的な特徴を統語的な観点から調べる．aphoristic
styleとどのように関係するかについても検討してみたい．手順として，第１章ではＮＰ分類の先行研究につ
いて述べる．第２章でESsa”のＮＰの形態分類とsubjectpositionとnon-subjectpositionとにどのような
比率で出現するか，統語的な調査をする．第３，４章でEssaysのＮＰがaphoristicstyleにどのように貢献し
ているか今後の研究課題を考察する．５８編のエッセイすべてのＮＰを対象にすべきではあるが，時間的な制
約から今の段階では後述の９つのエッセイからの資料を用いた．
1．先行研究
ＬＬＡａｒｔｓのＮＰ研究
本研究にあたって最も参考にしたものはＲＧＡ.Ｍ､Aartsの`OntheDistributionofNoun-phraseB7pesin
EnglishC1ause-structure'である．以下ではその研究の目的，方法そして結果について要約し，本研究にど
のように利用するかについて述べる．Ａartsは現代英語約72,000語のコーパスを用いてＮＰの分布を研究し
た．すなわち，ＮＰの，節中での分布には傾向性があること，つまり形態的にシンプルなもの－Aartsの用
語では`light'items-は主語位置に出現する傾向があり，形態的に複雑なもの－Aartsの用語では`heavy,
items-は主語でない位置に出現する傾向があるという仮説をたて，コーパスのデータからそのことを証明
した論文である：
Thequestionweareinterestediniswhetheritispossibletodemonstratenon-randomnessin
thedistributionofnoun-phrasetypesinEnglishclause-structure．．．、weshalltrytofindevidence
fbrthehypothesisthatthereisacorrelationbetweensubject-exponentsandstructurallightness,
ontheonehandandaverystrongtendencyfbrnon-subject-exponentstoberealizedbystructurally
`heavy'noun-phrasetypesontheother.(281）
その研究について述べる前に，ＮＰについての文法的な性格一形態と機能一についてまとめておきたい
１．２．ＮＰの形態と機能
1.2.ＬＮＰの形態
Quirketal.(253-64;1238-39.)は,ＮＰを構成する要素を次の４種類（A~D)に分類している（要約して引用
する）：
（A）Theｈｅａｄ：主要語（以下ｈｅａｄと略記)．ＮＰ（次の用例の［】部分）の中心となり，文の他の要素を
統語的に統率する．斜体で示す：
［Thetangiz9/standinginthecorner]ismysister．
［Thetangizfstandinginthecornerwhohasabluesweater]ismysister、
Isawthetallgirlin[theCDmzerwhichwasfUllofpeoplel
(B）Thedeterminative：ｈｅａｄに前置され，その意味を限定する語句．次の３種類がある：
（a）predeterminers：centraldeterminerよりも前に置かれる：
ａ〃thefUrniture botjbthosemusicianｓ
（b）centraldeterminers:定冠詞,不定冠詞に代表され,headを限定する.これら以外にthj白/tha〃
ｅv'azJ5/each/no/ei功er(book)/enongih(music)/亙り/oZm/ｙｍｍ/h〃hez9/its/鋤eir(Iuggage)/The
ladywzhose(car)youhitwasfUrious.／リリZhoseu'er(ideathisInaybe,Ｉｄｏｎ，tlikeit.)/(Iwant）
ｓｏｍｅ(rolls,please.)．またZeroarticle（ゼロ冠詞）：TherewerepeqpjeeverywhereDoyou
wanttoplaychesg?も含まれる．
（c）postdeterminers：centraldeterminersよりも後に置かれ，前置詞などｈｅａｄを修飾する語より
は前に置かれる：
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ｔｈｅ企wsurvlvorsthemanynewoffices
（C）ThePremodification：determinatives以外の語句でｈｅａｄを修飾する語句．特に形容詞に代表され
る：
someeXpensivefilrniture
somevczyeXpensivBmHf℃ehrniture
（D）ThePostmodification：ｈｅａｄに後置されｈｅａｄを修飾する語句と節：
prepositionalphrases:ｔｈｅｃａｒｏｚＪＺ＆jbl色thesZHtmn
nonfiniteclauses:ｔｈｅｃａｒｓＺｚｍＤｈｎｇｏｕＺ＆ｉｔｉｂ坊estaZmn
relativeclauses:ｔｈｅｃａｒｔｈａｔｓｔＤｏａｏＨＥｓｍｂｔｈｅｓＺＨｔね、
なお，名詞句には代名詞，名前も含まれる．
１．２．２．ＮＰの機能
ＮＰの節中での機能についてQuirketaL(245)は次のように説明する．そして主語として用いられたＮＰ(斜
体）の場合を例示している：
Thenounphrasetypicallyfimctionsassubject，object，ａｎｄｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔｏｆｃｌａｕｓｅｓａｎｄａｓ
ｃｏｍplementofprepositionalphrases.．．．
Ｚ1hegxzf
ZZehjbndbgZzI
T1hehjbndbgizhnbIzJejeans
nehjbndDgizR/ｗＢａｍｇｍ江ejbans
IIZiehﾉbndb摩滅肋ojSwDamzghZne”azzs
She ismysister．
ＮＰが主語以外の機能としても用いられる場合の例は示されていないが次のような文を考えればよい：
目的語（object）として：
YesterdaylsawthegizZ/thehbndbgizfmmHeﾉbansinthesupermarket・
節の補語（complementofclauses）として：
Oneofthedancerswas坊egizZ/幼ebjmIdbgaizhnhme泥ans・
Iconsiderhimamhonestman・
前置詞句の補語（complementofprepositionalphrases）として：
WeweretalkingaboutthegZzZ/the6jbndbgZzfizzmHe”an８．
１．３．ＡartsのＮＰ分類
文法書によるＮＰの形態と機能について見たので，再びＡartsの分類にもどる．上述のようにAartsはＮＰ
の節中での分布にはその形態と機能との間に傾向性があることをコーパスの資料から証明しようとした．
Aartsは節（clause）中でのＮＰの機能を主語（以下Ｓと略記）と主語以外の機能（Non-Sと略記）に二分
した，すなわちａ､Subject,hDirectobject,ｃ・Prepositionaladjunct,ｄ,Indirectobject,ｅ・Nominalpartof
predicate,fPredicativeadjunctの６機能である（282-83,Tableｌ)．なお文法用語についてＡartsはRWL
Zandvoort,Ａｈａｎ肋Mkofm2gZZ臼hgzzzmmar>l1thed・に依ったとしている(282,fbotnote)．（1.2.2.）で見た
Quirketal.と比較すれば,c・PrepositionaladjunctはQuirketaLの`complementofprepositionalphrases，
に，eNominalpartofpredicateとfPredicativeadjunctの２つは`complementofclauses，に対応する．
また`light,itemsと`heavy，itemsの区別は次のとおりである.Ａartsは論文中に具体的な用例は示していない
ので，用語に対応する具体例があったほうがわかりやすいと思われる場合，私がZandvoort，Baconなどか
ら引用し斜体で示す(281-82)：
‘1ight，items：
(1)pronouns：personalpronoun(Zzne,J,､J,ｊ４ｔｈ耶坊em,ｗ巳,凪etc.)/possessivepronoun(Zn'５．y､咽
ｈｅz;iZsMhemetc.)/compoundpersonalpronoun(mysehFonz可seIvDS,〃mFseZfyDm，seIveS,iZseIf
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thezzzse/vDsbetc.)／demonstrativepronoun（thZsMZlesatZl鋤坊ose,etc.)/interrogativepronoun（wzhO，杣ａ４ｗｈａＤ/relativepronoun(wzhqwZlose,杣０，，杣幼,tha均杣oev,巴z;肋atevgz;etc.)／
indefinite pronoun（some，ａ〃one,ｅｕ,已靭ｅａ地ａｍ６ｏ地ｅｉ功ez；onesozne6o血azU,Ｄｎａ
ｓｏｍｅ坊in＆etc.）
(2)ｎａｍｅｓ：namesofpersons/places/events,etc．
(3)nouns,neitherpre-norpostmodified：EiDhesarefbrapemZmg
(4)nouns,premodifiedbydeterminersonly：ThereisaZuyontheZa肱．
`heavy，items：
(1)次のような修飾語句がｈｅａｄに前置されるＮＰ：
（a）形容詞：abeaHZZft2Itower
（b）所有格：hja/比eZzq/Ｍｍｑｙ右car
（c）名詞：ねaleaves,LaManimals
（d）形容詞十名詞：Zbz計elgmmzgzJa駅students
（e）所有格十名詞：ｔｈｅｅ血ＺＭｇｇｚｍﾉbbook
(2)修飾語句がｈｅａｄに後置されるＮＰ：
（a）前置詞句：thegreatesttrust6etweenmanazmrｍａｎ
（b）非定形節(non-finiteclause）：ｔｈｅｃａｒｓｍｍｍｇｏＨＺｍｔｉｂＺｈｅｓｍｔｍ、
（c）関係詞節：ｔｈｅｃａｒ坊atsZooaozzZmZj巴ｔｈｅｓ曲如、
Ａartsの`light'items，‘heavy'itemsはこのようにＮＰの形態から分類しており，簡単に言えば`1ight，items
は単純構造のＮＰであり，‘heavy，itemsは複雑構造のＮＰである．‘1ight,，‘heavy，という語はしたがって意
味を考慮したことばではない．Ａartsはこの分類法で４分野約72,000語のコーパスからデータを集めた．４
分野とは(1)1ightfiction(2)scientificwriting(3)infbrmalspeech(4)fbrmalspokenandwrittenEnglish
(281)で，現代英語全体を網羅しようとしたことがうかがわれる．
14.分類結果
TablelはAartsがこの分類法に基づきコーパスを分析した結果を引用したものである（291)．左端コラム
の機能を示すことばで`ＡＳＳ'はＮＰが主語として用いられた場合，‘AsNon-S'はそれ以外の機能（122.参
照）として用いられた場合を示す（以下でも同じ）：
Tableｌ(AartsTablel2,ｐ291）
Light, ‘Heavy,
Ｎouns
post-modi
fiedbyl
prep
phrase
５９
１６８
４９
Total
Nouns
otherwise
pre￣or
post-modr
fied
９２
１７５
６２
Nouns
premodi‐
fiedbyl
adj、
６０
１０４
３７
士Ｄｅｔｅｒ－
ｍｉｎｅｒ＋
head
Pronoun
s/ｎａｍｅｓ
Lightfiction
Scientificwriting
lnfbrmalspeech
Formalspoken
andwritten
English
1９４３
４５９
１９４１
2７７
２６１
１２３
2４３１
１１６７
２２１２鮎Ｓ
1４７８ 2６７ 8２ 1３４ 1２７２０８８
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2803
1769
1980
3２４
３２７
２３５
434
524
327
363
289
249
928
466
492
7５４
１６３
６７７
Lightfiction
Scientificwriting
lnfbrmalspeech
Formalspoken
andwritten
English
Ａｓ
Ｎｏｎ
‐Ｓ 492２５１１３１０ ４３６674599
これを私がグラフ化すると次のようになる（なおＮＰの形態は，次のように簡略化して表記する：
a=Pronouns/ｎａｍｅs;ｂ=Determiner＋head;ｃ=NounspreInodifiedbyladj；ｄ=Nounspost-modifiedbyl
prep、phrase；ｅ=Nounsotherwisepre‐orpost-modified．また分野はＬｆ=lightfiction；Ｓｗ=scientific
writing;１s=Infbrmalspeech;Ｆｓｗ=FormalspokenandwrittenEnglishと略記する）：
Graphl(ＡＳＳ）
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ＡＳＳとAsNon-Sのグラフを見比べるとScientificwritingをのぞき,Ａartsが仮定した通りＡＳＳには`light，
itemsが多く出現しAsNon-Sには`Heavy,itemsが多く出現することが理解できる．
以下ではAartsの方法をもちいてEssaysのＮＰを分類する．そしてそれをAartsの現代英語の場合の資
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科と比較することにより，EssayzsのＮＰの形態的特徴を明らかにしたい．
2．f5saysのＮＰ
２・ＬＮＰの機能別形態一主語機能（ＡＳＳ）とその他の機能（AsNon-S）－
コーパスとして私が用いたものは５８編のエッセイのうちの以下の９編，語数は８５４９語である
Table２
Aartsの分類法に従って，これら９編のエッセイでの合計ＮＰ出現数を示したものがＴａｂｌｅ３である．
ESsaLy'臼とAartsの比較のため，下段に（）で機能別でのＮＰ合計数に占める比率を％で表示する
なお
Table３(Essayj
‘Light,
ａ
３２３
(429％）
`Heavy,
．
６２
（8.2％）
Total
ｂ
ｌ８７
(24.8％）
Ｃ、
６４
(8.5％）
ｅ
ｌｌ７
(15.6％）
７５３
(100％）
ＡＳＳ
１３９
(12.9％）
４８５
(449％）
１５６
(144%）
１１９
(11.0％）
１８１
(16.8％）
１０８０
(100％）
ＡｓＮｏｎ－Ｓ
Table４(Aarts，Table12,ｐ２９１より再計算）
‘Light，
ａ
５８２１
(73.7％）
`Heavy，
。
４１０
（５２％）
Total
ｂ
９２８
(11.7％）
Ｃ、
２８３
(3.6％）
ｅ
４５６
(5.8％）
７８９８
(100％）
ＡＳＳ
２１９３
(24.2％）
２５６０
(28.2％）
１２１１
(13.4％）
１３２２
(14.6％）
１７７７
(19.6％）
９０６３
(100％）
ＡｓＮｏｎ－Ｓ
次のＴａｂｌｅ５はEgsaysとAartsを％比率のみで比較したものである
Table５
‘Light,
ａ
４２．９
`Heavy’
．
８．２
Total
ｂ
２４．８
Ｃ、 ｅ
Essays
Aarts
８．５
３．６
1５．６
５．８
1００
１００
ＡＳ
Ｓ 7３．７ 1１．７ 5.2鮎ＭＳ ＥｇｓＡａｒｔｓ
1２．９４４．９
２４．２２８．４
1４．４
１３．４
11.0
14.6
1６．８
１９．６
1００
１００
エッセイ 語数（計８５４９語）
2.OfDeath 572
9.ＯｆＥｎvｙ 1６４５
10.ＯｆＬｏｖｅ 623
12.OfBoldnesse 604
15.OfSeditionsandnPoubles 2255
25.OfDispatch 597
30.OfRegimentofHealth 5９１
33.OfP1antations 1０３１
42.ＯｆＹｂｕｔｈａｎｄＡｇｅ 6３１
フランシス・ベィコン着［lMj想集』に醐札６名詞何の形態について 4９
そしてＴａｂｌｅ５を機能別にグラフにしたものが，次のＧｒａｐｈ３（ＡＳＳ）とＧｒａｐｈ４（AsNon-S）である
Graph3(ＡＳＳ）
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`Light, `Heavy，
各ＮＰの出現率についてEssa”とAartsの違いは次の点である：
（１）ＡＳＳではａ（Pronouns／names)が顕著な違いを示しているすなわちＴａｂｌｅ５のａで73.7-42.9＝30.8
であるから，Ａartsは雄saysよりも約３０ポイント上回っている．７３．７％という数字は，現代英語では主語
位置のＮＰのほぼ４分の３がPronouns／namesということであり，主語位置に‘Light，itemsが出現する傾
向があるというAartsの主張をよく証明しているしかしｂ（±Determiner＋head)から右のすべてのＮＰタ
イプではEssa”のほうがAartsよりも出現率が高い．特にｂ（±Determiner＋head)では24.8-11.7=131
であるから，約１３ポイント，ｅ（Nounsotherwisepre-orpost-modified)では15.6-5.8=9.8であるから，
1ｏポイント近<高い頻度で出現している．
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（２）ＡｓＮｏｎ－Ｓでもａ（Pronouns／names)およびｂ（±Determiner＋head)に違いが目立つ．前者ではAarts
が約１１ポイント高く（24.2-12.9=11.3），ｂ（±Determiner＋head)ではEssaysが約１６ポイント高い
（44.9-28.4=16.5）．そしてその４４．９％という数字は比saysでは非主語位置に現れるＮＰの半数近くは
b(±Determiner＋head)の形態であることを示している．
次の例文でもそれらの点を確かめることができる．ＮＰに下線を引き，そのｈｅａｄｎｏｕｎは太字で示す：
Ｔｂchoose辺i型,ｉｓｔｏｓａｖｅエユュ皇;Ａｎｄ２Ｌ且LL旦旦旦旦旦旦旦旦hlJ4g型g1isbutBeatin質theAyrQ・Ｔｈｅｒｅｂｅ
－ａｕ[L…幽旦Ｍ２:ヱｈｅＥＹＷ〕az図広ね､;ＴｈｅＤｅ６ａＺａｏｒＺ顕｣mzzatiDn;Ａｎｄｔｈｅ化z允c肱､､．
WhereofifmUookefbr2璽幽Zh,1ettheMiddleonelybe tｈｅＷＯｒｋｅｏｆＭａｎ ,ａｎｄｔｈｅＦｉｒｓｔａｎｄ
Ｌａ８ｔｔｈｅＷＯｒｋｅｏｆＦｅｗ． TheProceedingzuponsomewhatconceivedin Writin区、 dｏｔｈｆｂｒｔｈｅｍｏｓｔ
partfacilitate』亜目匹墜上：Forthough型shouldbewhollyrejected，yetjhaMVb鋼竝肥ismore
pregnantofui』迦止19型,ｔｈｅｎａｎｈ化五ｍ受;ＡｓＡｓｈｅ且arelnoreGenerativethenDust．（25．ｏｆ薑￣
Dispatch，ｐ７８）（時機を選ぶことは時間を節約することである．また時宜をえない動議は無駄な骨折
りに終わるだけである．議事には三つの部分がある．すなわち準備，討論もしくは審議，決議である．
敏速を求めるならば，これらのうち中間の部分を多くの人にやらせ，最初の部分と最後の部分を少数の
人にやらせるのがよい．何か書いたものに基づいて議事を進めることは，多くの場合，敏速の助けにな
る．それがすべて拒否されても，その否認は何も決まらないことより，多くの方針を示唆するからであ
る．焼却後の灰のほうが，もとのごみより肥料になるのと同じである.）（渡辺訳，２５敏速について，
pll5）
jqZanZa血iDnsareamongstAncient Primitive andHeroicanWOrkeB WhemheWOrldwasyoung,並
begatemoreChilmPen;Butnowitisold,並begets22m[図[:ForLnlayjustly- account型ewEZanZzwtiDna
ｔｈｅＣｈｉｌｅｎｏｆｆｂｒｍｅｒｎ質doｍｅｓｔｏｂｅ I1ikeaEZamZHZrDmnaPureSoile;thatis,whereEQgI山一
ａｒｅｎｏｔＤｉ匂pZanted;ｔｏｔｈｅｅｎｄ,toEZantinQ1】哩旦．Ｆｏｒelse,並isratheranExtirpation,ｔｈｅｎ且一 一
ＺＺＢｎｍｒｍｚ二 ＥＺａｎ耳ofCountrles ,ｉｓlike EZamZzzRrofWoods;Ｆｏｒｙｏｕｍｕｓｔｍａｋｅａｃｃｏｕｎｔ,ｔｏｌｅｅｓｅ
aｌｍｏｓｔ lWentvveeresProfit andexpectyourRecompencein山ｅｅｎｄ． tｈｅＰｒｌｎｃｌａｌｌＴｈｍｅＦｏｒ
thathathbeenetheDestructionofmost2ZanmtmzzS,ｈａｔｈｂｅｅｎｅ tｈｅＢａｓｅａｎｄＨａｓｔｌｅｄｒａｗｍＲｏｆ
ProfitointheHrstYeeres.(33.OfP1antations・ｐｌＯ６）（植民は昔からの，原始的で英雄的な事業の一
つである．世界が若かった時には，多くの子供を産んだが，年をとった今では，産む子供も少ない．私
は新しい植民地は昔の王国の子供と見なしても間違っていないと思うからである．
私は処女地への植民を好む．すなわち他の民を移すために，在来の民が排除されない場所への植民で
ある．そうでなければ，それは植民よりむしろ根絶だからである．国の植民は樹木を植えるようなもの
である．ほとんど二十年間，利益のないことを覚悟し，最後になって報われることを期待しなければな
らないからである．それと言うのも，大多数の植民が失敗した主要な原因は，最初の数年間になりふり
かまわず急いで利益を引き出したことだったからである.）（渡辺訳，３３植民について，ｐｌ５２）
上述の点を確認するために，２５.OfDispatchのエッセイからＮＰをタイプ別に示せば：
＜ＡＳＳ＞
Pronouns/ｎａｍｅｓ＝】皿旦/工
士Determiner＋ｈｅａｄ＝ＴｈｅＺｈｌ日pamZmn/TheDeha妃ｏｒ理ｍｍｍａｄｂｉｍ/Lh旦
凡zrbCtm2Z/thatjVbgZH虚噸ａｎｈｄ息丘ｍｒｓ/Ashes／Ｄｕｓｔ
Nounspremodifiedbyladj.＝ anUnseasonableMotion
Nounspost-modifiedbylprep・Phrase=threePartsofBusinesse
Nounsotherwisepre‐orpost-modified＝
ｉｎWriting／
<ＡｓＮｏｎ－Ｓ＞
Pronouns/ｎａｍｅs＝なし
ＴｈｅＰｒｏｃｅｅｄ･日ｕｐｏｎｓｏｍｅｗｈａｔｃｏｎｃｅｌｖｅｄ
土Determiner＋ｈｅａｄ＝ｎｉｍｅ/⑪ｍｅ/DZgpa2nh/rheMiddle/theFirstandLast／
フランシス・ベイコン箸『随想集』に現れる名詞句の形態について 5１
nZSpaZなh／ Direction
Nounspremodifiedbyladj.＝なし
Ｎounspost-modifiedbylprepPhrase＝ theWOrkeofMan /ｔｈｅＷＯｒｋｅｏｆＦｅｗ／
Nounsotherwisepre-orpoSt-modified＝｣2旦型1ｺLE…】Z型
なおＡartsとの比較ではないが，Essay召のｂ(±Determiner＋head)の多さはこの引用にも出ている．
2.2.Scientificwritingとの比較
Aartsが行った現代英語の４分野一(1)lightfiction(2)scientificwriting(3)infbrmalspeech(4)fbrmal
spokenandwrittenEnglish-のＮＰの機能別出現数はＴａｂｌｅｌで見たとおりである．EgsaLJ'８と比較しやす
くするため出現数を％表示に変えると次のＴａｂｌｅ６になる．比較するためにこの表中にはEssaysのパーセ
ントも書き加えている：
Table6
Category `Light， `HeaVy，
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５
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斗
１
０
０
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０
０
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０
０
０
０
１
１
１
１
１Fsw
kjlikik；
Ｌｆ２６．９３３．１13.0１１．６１５．５l００
ＡｓＳｗ ９．２２６３１６．３１８．５２９．６１ＯＯ
Ｎｏｎ
３４．２２４．８１２．６１１．９１６．５，ＯＯ－Ｓｌｓ
Ｆｓｗ ２３．９２６．８１２．３１７．４１９．６，OＯ
Ｅｓｓ２４．２２８．４１３．４１４．６１９６，００
(注)ａ=Pronouns/ｎａｍｅs;ｂ=±Determiner＋head;ｃ=Nounspremodifiedbyladj；ｄ=Nouns
post~modifiedbylprePPhrase;ｅ=Nounsotherwisepre‐orpost-modified
Lf＝Lightfiction;Ｓｗ=Scientificwriting;１s＝Infbrmalspeech;Ｆｓｗ＝ＦｏｒｍalspokenandwrittenEng1ish；
ＥＳＳ=liESgays
分野（Category）での違いを詳細に見るとＡＳＳ（主語位置）のＮＰの形態別出現率でEssaysはScientific
writingと全体的に似ていることがわかる．特に網掛けで示した数字がそうである．まずａ(Pronouns／
names)では，」団gsaysとScientificwritingはそれ以外の分野と比べ主語には代名詞，名詞が少ないことに気
付く．他の分野ではPronouns/ｎａｍｅｓの出現率が７０％を超えるがEssaLys(429％)とScientific
writing(39.3％)は約４０％である．次にｂ(士Determiner＋head)は，このタイプのＮＰ，すなわち修飾語を伴
わないシンプルな形態の名詞句が主語位置に出現する比率が高いことを示している．ｂタイプのＮＰは
Ｅｓｓａｙｓの場合AsNon-S（非主語位置）でも顕著で28.4％という数字はａ～ｅのなかでLightfiction(33.1％）
に次いで高い比率を示す．ｃ(Nounspremodifiedbyladj）は数値が小さいが，この形態のＮＰはｈｅａｄｎｏｕｎ
を形容詞一つが修飾するものであるから複雑な形態のＮＰではなく．ｂに近いシンプルな形態である．最後に
ｅ(Nounsotherwisepre-orpost-modified)での類似（１５０％と１５．６％）は，Essay'S，Scientificwritingと
も，複雑な形態のＮＰが他の分野よりも相当高い比率で出現することを示している．他の分野の出現率は高く
ても6.1％である．品saysとScientificwritingでは主語位置のＮＰの出現率が似ているということから，節
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の主語に来るＮＰに何か共通点があることが推測される．それに加えてEbSaLySではＳおよびNon-Sの主語
位置にｂ(士Determiner＋head)の形態のＮＰが高い比率で出現することも何らかの特徴があることを示して
いる．次の例で考えてみたい．Scientificwritingの例はアメリカ、アリゾナ州のクレーター`MeteorCrater，
の説明文の一節である．Essaysの例は５.OfAdversitie．（逆境について）は，人生の中で出会う逆境につ
いてそれに対処する考え方を述べた個所である．エッセイ１５.OfSeditionsandlroubles．（反乱と騒動につ
いて）は，為政者にむけて，反乱や騒動を未然に防ぐための助言を述べた個所である.Ｓには下線を引き，
headnounを太字で示す．そして各々の引用文の後に，出現するＮＰのタイプをまとめる：
<MeteorCrater＞
Discoveredinl891,ﾕ止旦-29皇hasbeenvariouslyestimatedatbetｗｅｅｎ５,ＯＯＯａｎｄ５０,000years．
Lar質enumbersofnickel-ironfrafRmentsfrom臼ravelsizetoL400Dounds（640ｋ havebeenfbund
inalOO-square-Inile（260-squarekikometre）area． Thedistmbutionandcompositionofseveral
止匹型型_止皿貝-2f_旦旦此9ｺ型ﾕｰ§』…lﾆﾕｴgﾕｰｭｭﾋﾞg】21旦堕indicatethat山eycondensedhFomacloudof
metallicvapours・幽ｴｺ坦胆showonlyfragmentswithinthepit,but
coesiteandstishovite・whicharehiEh-DressurenQodificationsofsiHi①ａ
thel960discovervthereof
coesiteandstishovitemd1i型l1arehigh･pressuremodificationsofsilica,helpedtoconfirmthecrater，s
meteoriticorigin.（〃ejVbwEnq肥ノロp壬此Ｂｚ２ｉＺｚｍｍｂａ,１５the｡.ｓ・ｖＢ`MeteorCrater，）
a=itsage/they/which
b=Surveys
c=なし
.=なし
e＝Largenumbersofnickerironhagmentshomgravelsizetol,400pounds(640ｋｇ)/The
distributionandcompositionofseveralthousandtonsofsand-grainsizenickel-irondroplets/the
l960discoverythereofcoesiteandstishovite
<5.OfAdversitie.,,＞
TheVertueofHmsDezikiB,isTbmperance； TheVertueoMavGz?ajZJZ isFortitude:whiChinMoralsis
themoreHeroicallVertue・旦幽趣、stheB1essingoftheO1dTbstament;４２廼迦IristheBlessing
oftheNew;whichcarrieththegreaterBenediction,andtheC1earerRevelationofGodsFavour.(5．
OfAdvdersitie・ｐｌ８）（順境の特性は節制であり，逆境のそれは堅忍である．道徳においては，後者の
ほうが英雄的な特性である．順境は旧約聖書の恵みであり，逆境は新約聖書の恵みである．後者のほう
が前者より大きな祝福と，神の好意の明らかな啓示をもたらす．渡辺訳，５逆境について，ｐ３３）
ａ=which/which
ｂ=Prosperity/Adversity
c=なし
．=TheVbrtueofProsperitie/TheVertueofAdversity
e=なし
<15.OfSeditionsandThFoubles・＞
theDividin回andBreakin質ofanFactions・andCombmationsthatareadversetoｔｈｅGenerally＞
State,ａｎｄ
ＥＤｍｅｃＺｊＤｇｂ
ettmgthematdistance､oratleastdistrustamon質stthemselve目,ｉｓｎｏｔｏｎｅｏｆｔｈｅｗｏｒｓｔ
For並isadesperateCase,ifjhose,thatholdwiththePrOceedingoftheＳｔａｔ－ 且,ｂｅｆＵｌｌｏｆ
,beentireandunited．（15．OfSeditionsandｔｈｏＢｅｔｈａｔａｒｅａ目aｎｎｓｔｌｔDiscordandFactiomAnd
lhPoubles.ｐ４９）（一般に，【IhPoubles.ｐ４９）（一般に，国家に敵対するすべての党派や同盟を分裂させたり分断したりして，彼らを
互いに反目させ，少なくとも信用しないようにすることは，一考の余地がある対策である．国家の行政
を支持する人々が，仲たがいや派閥争いに明け暮れ，反対する連中が仲よく団結しているならば，それ
は絶望的な状況だからである．渡辺訳，１５反乱と騒動について，ｐ７６）
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a＝ｉｔ
b=なし
c=なし
.=なし
e＝theDividingandBreakingofanFactions,andCombinationsthatareadversetotheState／
settingthelnatdistance,oratleastdistrustamongstthemselves/thosethatareagainstit
主語位置のＮＰの共通点は何か？それは主語の表す内容が「事実」と「一般性」の意味の語彙であるという
点である.テキストと付記した種目別のＮＰを見比べれば，主語位置の語彙の意味的性格が「事実，真理，． 目別のＮＰを」
一般性，理論」など抽象性の高いことばである． uＤ－ｒＨ
もＴｈｅｄｉ８tｏＬ４００Ｄｏｕｎｄｓ（640ｋｇ butiOnandcompositionofseveralthousandtonsofsand-lzrainsize
山21ﾆﾆｭd型､上上旦も事実を細かく描写することばであり， TheVertueofP1msDez9i肱i℃ |ま一般性を表しthe
DivMinp andBreakingofallFactionaandCombinationsthatareadversetotheState Iま政治的な理論を
意味することばである．EbsaysもScientificwritingも内容的に何かを教えたり説明したりする目的で書か
れている．そのための伝達方法として統語的に似た構造が生まれるのかと推測される．
３．格言的文体との関係性一形態的特徴と文体
Essay尻sのＮＰの形態的な特徴が現代英語の場合のScientificwritingに似ることは何を意味するであろうか．
この議論はこの小論の範囲を超えるが，ＮＰの形態から気付く点がひとつある．それはnominalizationであ
る．
EssaysのＮＰの特徴はｂ=士Determiner＋ｈｅａｄの出現比率の高さにあると指摘した（2.2)．その形態の
ＮＰから気付くことはnominalizationすなわち名詞化されたＮＰの多さである．nominalizationとは何かに
ついてQuirketal.(1288)は血勉emomzn＆aquarrelbrokeoutovDrp邪［1]という文のあとでThe
quarrelm功emozmngruinedtheirfriendship.[1ａｌとThequarrelovDrp〃wasthereasonfbrhis
resignation１lb]という二つの文を紹介し次のように説明する：
ＡｎｏｕｎｐｈｒａｓｅｓｕｃｈａＭｈｅｑｕａｚｚ１ｅＪovgrpayin[1b]whichhasasystematiccorrespondence
withaclausestructurewmbeterｍｅｄａＮＯＭＩＮＡｎＺＡＴＩＯＮＴｈｅｎｏｕｎｈｅａｄofsuchaphraseis
normamyrelatedmorphologicallytoaverb[2Lortoanadjective[3](たadeverbalordeadjectival
noun.）
ｈｉｓｚ℃ZiJsaItohelp
themIthofherstateｍｅｎｔ
～HemefiJsestohelp
~HerstatementistrzJe．
[2］
[3］
Butthecorrespondencemayalsosometimesbebasedonaconcretenounandadenominalabstract
noun：
herZi3iGzlZgh｣ipfOrChopin～Shewasa2iT巴mfofChopin． ［4］
nominalizationはこのように関連ある動詞，形容詞，名詞などを用いた節と対応する名詞句のことである．
nominalizationは上記の例でみられるように事柄を抽象化，一般化するので，一般性や真理を表す文に多く
見受けられる．上記引用中にも次のようなnominalization中のｈｅａｄｎｏｕｎが見受けられる．関連する語を
並列して示す：
distribution
composition
discovery
prosperity
adversity
distribute
compose
discover
prosperous
adverse
Ｆ￣
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dividing
breaking
setting
divide
break
set
Essaysもscientificwritingも内容が一般的な事柄や真理を述べているのでnominalizationが多く見られる
のであろう．Essay宮には格言的な文が多いという評価にもつながる一因として指摘できる．
４．結輪
Essaysの名詞句（ＮＰ）の形態とその機能別の分布を調べることにより，どのような形態のＮＰが主語位置
と非主語位置にどのような比率で出現するかを統計的に調査した．その結果から何を読み取るかについては
Aartsの現代英語の資料－４分野からの資料，すなわち(1)lightfiction(2)scientificwriting(3)infbrmal
speech(4)fbrmalspokenandwrittenEnglish-と比較することによりヒントが得られた．そしてEssays
の英語と現代英語の－分野であるscientificwritingには，ＮＰの機能別の分布比率が類似している点がある
ということに気付いた．なぜ似ているのかについてはEssay石のＮＰの最大の特徴が±Determiner＋ｈｅａｄと
いうシンプルな形態のＮＰであることからnominalizationが関係することに気付く．しかし文体の分析は別
の機会に取り組むことにする．
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Thestudyreportedinthispaperisbａｓｅｄｏｎａｎｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆａｃｏｒｐｕｓｏｆapproximately8,S00words
fi･omnineessaysofFrancisBacon，ｓ耐eEss〃eｓｏ'ＣＯ""seLF,CiWﾉﾉα"‘Ｍｂ７ａﾉﾉ(HereafterEss帆).Ｔｈｅ
surveystartsfromthequestions:WhydonounphrasesappearabundantlyinEss6I〕入,？Mightthisberelated
tothe‘aphoristic，styleofEssCI〕ﾉs？FortheanalysisandcomparisonwithEFscIys,Iborrowthemethodology
ofF・GAarts，paper`OntheDistributionofNoun-phraseTypesinEnglishClause-structure，,inwhich
Aartsdemonstratesnon-randomnessinthedistributionofnoun-phrasetypesinEnglishclause-structure
廿omacorpusof72,000wordsfTomvariouscategoriesofpresent-dayEnglishThecomparisonrevealsthat
thecategoryof‘scientificwriting，ｉｎｐｒｅｓｅｎｔｄａｙＥｎｇｌｉｓｈｈａｓａｃｏｍｍｏｎｓyntacticalcharacteristicwith
EsscIysinthebehaviorofNPtype‘±determiner＋head-noun,．ＴｈｅｄｉｓｃｏｖｅｒｙｓｔｉｍｕｌａｔｅｓｕｓｔｏｄｏａｆUrther
researchintothestudyofESsCIys，prosestyle．
